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は
じ
め
に
～
高
野
山
と
い
う
空
間
～

高
野
山
（
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
）
は
、

標
高
一
〇
〇
〇
㍍
前
後
の
峰
々
と
、
そ
れ
ら

に
囲
ま
れ
た
標
高
八
〇
〇
㍍
ほ
ど
の
盆
地
状

の
平
坦
地
の
総
称
で
あ
る
。
平
坦
地
は
東
西

六
㌔
、
南
北
三
㌔
の
広
が
り
を
持
ち
、
そ
の

中
央
部
を
西
か
ら
東
に
御お

殿ど

川
が
貫
流
す

る
。
西
部
に
壇だ

ん
じ
ょ
う
が
ら
ん

上
伽
藍
、
東
部
に
奥お

く
の
い
ん

之
院
が

あ
り
、
壇
上
伽
藍
・
奥
之
院
を
除
く
平
坦
地

に
は
、
高
野
十じ

ゅ
う
だ
に谷

と
呼
ば
れ
る
谷
々
が
展
開

し
て
い
る
。

一
．
空
海
の
高
野
山
開
創

高
野
山
の
歴
史
は
、弘
仁
七
年
（
八
一
六
）

に
、
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
―
八
三
五
）

が
、
現
在
の
壇
上
伽
藍
の
地
に
「
修し

ゅ
ぜ
ん禅

の
一

院
」金こ

ん
ご
う
ぶ
じ

剛
峯
寺
を
建
立
し
た
時
か
ら
始
ま
る
。

同
年
六
月
の
「
沙
門
空
海
書
状
（
布ふ

せ
の
あ
ま

勢
海
あ

て
）」（『
高
野
雑
筆
集
』
巻
上
）
に
は
、「
諸
天

（
神
々
）
の
威
光
を
増ぞ

う
や
く益

し
、
国
界
（
国
家
）

を
擁
護
し
、
衆し

ゆ
じ
ょ
う生

（
生
き
と
し
生
け
る
も
の
）

を
利
済
せ
ん
が
た
め
に
、
一
つ
の
禅
院
を
建

立
し
、
法
に
よ
っ
て
修
行
せ
ん
」
と
、
そ
の

建
立
目
的
が
記
さ
れ
て
い
る
。

二
．
摂
関
家
・
王
家
の
高
野
参
詣

空
海
（
歴
史
的
な
存
在
）
が
高
野
山
で
入

滅
し
て
か
ら
二
、三
〇
〇
年
後
の
摂
関
・
院

政
期
、
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
の
前

さ
き
の
だ
い
じ
ょ
う

太
政

大だ
い
じ
ん臣
藤
原
道
長
の
「
弘
法
大
師
廟び

ょ
う
ど
う堂
」
参
詣

を
初
例
と
し
て
、
摂
関
家
・
王
家
の
人
々
が
、

続
々
と
高
野
登
山
を
行
い
、
そ
の
都
度
、
金

剛
峯
寺
に
荘
園
・
堂
塔
・
子し

い
ん院

（
本
寺
に
付

属
す
る
小
寺
）
を
寄
進
・
造
立
し
た
。
十
世

紀
に
一
時
、
衰
微
し
て
い
た
高
野
山
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
摂
関
・
院
政
期
に
至
る
や
、
に

わ
か
に
活
況
を
呈
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

摂
関
家
・
王
家
の
人
々
の
高
野
登
山
を

う
な
が
し
た
の
は
、
十
一
世
紀
以
降
、
し
だ

い
に
流
布
し
は
じ
め
た
入

に
ゅ
う
じ
ょ
う定

信
仰
と
高
野
山

信
仰
で
あ
っ
た
。
入
定
信
仰
と
は
、
弘
法
大

師
（
霊
的
な
存
在
）
が
今
も
な
お
高
野
山
奥

之
院
の
御
廟
内
に
生い

き
み身

の
ま
ま
で
お
わ
さ
れ

て
い
て
、
五
十
六
億
七
千
万
年
後
に
弥み

勒ろ
く

菩ぼ

薩さ
つ

が
こ
の
世
に
出
現
さ
れ
る
そ
の
時
ま
で
、

人
々
を
救
済
し
続
け
て
い
る
、
と
い
う
信
仰

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
高
野
山
信
仰
と
は
、

「
一い

ち
ど
さ
ん
け
い
こ
う
や
さ
ん

度
参
詣
高
野
山
、
無む

し
の
ざ
い
し
ょ
う
ど
う
ち
ゅ
う
め
つ

始
罪
障
道
中
滅
」

（『
高
野
山
秘
記
』）
と
い
う
言
葉
に
端
的
に

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
高
野
山
は
仏
の
浄

土
で
あ
り
、
そ
の
地
に
徒・

歩・

で・

一
度
で
も
参

詣
す
る
な
ら
ば
、
人
間
に
最
初
か
ら
備
わ
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
る
逃
れ
が
た
い
罪
ま
で
も

が
道
中
で
消
滅
し
て
、
清
ら
か
な
心
身
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
信
仰
の
こ
と
で

あ
る
。

摂
関
家
・
王
家
の
人
々
は
、
こ
の
よ
う
な

二
つ
の
信
仰
を
胸
に
抱
い
て
、「
大や

ま

と

じ

和
路
」（
ま

た
は
「
和い

ず

み

じ

泉
路
」、
ま
た
は
「
河か

わ

ち

じ

内
路
」）
を

経
由
し
て
高
野
山
麓
の
高こ

う
や
ま
ん
ど
こ
ろ

野
政
所
（
伊
都

郡
九
度
山
町
慈
尊
院
）
に
至
り
、
そ
こ
か

ら
、
の
ち
に
町ち

ょ
う
い
し
み
ち

石
道
と
呼
ば
れ
る
険
し
い
表

参
道
を
徒
歩
で
よ
じ
登
り
、
敬
虔
な
気
持
ち
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で
山
上
の
弘
法
大
師
御
廟
に
詣
で
た
。
そ
れ

ら
の
人
々
の
高
野
参
詣
の
主
た
る
目
的
は
、

御
廟
参
拝
を
行
い
、
自
身
と
そ
の
一
族
の

現げ
ん
ぜ
あ
ん
の
ん

世
安
穏
（
こ
の
世
を
安
ら
か
に
暮
ら
す
こ

と
）
と
後ご

し
ょ
う
ぜ
ん
し
ょ

生
善
処
（
来
世
に
阿
弥
陀
如
来
ま

た
は
弥
勒
菩
薩
の
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
）

を
念
じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
彼

ら
は
、高
野
山
へ
の
道
中
そ
の
も
の
に
も
、「
無

始
罪
障
道
中
滅
」
と
い
う
切
実
な
願
い
を
込

め
て
い
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
高
野
山
に
至

る
道
筋
は
、
目
的
地
に
到
達
す
る
た
め
の
単

な
る
通
過
ル
ー
ト
で
は
な
く
、
自
身
を
浄
化

し
て
い
く
大
切
な
道
程
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
．﹃
平
家
物
語
﹄
と
高
野
山
　

『
平
家
物
語
』
は
、
一
二
四
〇
年
代
ご
ろ

に
は
そ
の
原
形
が
で
き
て
い
た
と
い
わ
れ
る

軍
記
物
語
。
そ
の
中
に
、（
一
）
一
ノ
谷
で
平

敦あ
つ
も
り盛

を
討
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
熊く

ま
が
え
な
お
ざ
ね

谷
直
実

が
、
蓮れ

ん
げ
だ
に

花
谷
に
住
ん
で
敦
盛
の
後
世
を
弔
っ

た
話
（
延え

ん
ぎ
ょ
う
ぼ
ん

慶
本
・
第
五
本
「
敦
盛
被
討
給
事
、

付
敦
盛
頸
八
嶋
ヘ
送
事
」）、（
二
）
横
笛
と
の

恋
が
叶
わ
ず
出
家
し
た
滝
口
入
道
（
斎
藤
時

頼
）
が
、
清し

ょ
う
じ
ょ
う
し
ん
い
ん
だ
に

浄
心
院
谷
に
居
を
構
え
修
業
に

専
心
し
た
話（
覚か

く
い
ち
ぼ
ん

一
本
・
巻
十「
横
笛
」）等
々
、

高
野
山
に
関
係
す
る
印
象
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
鏤

ち
り
ば
めめ

ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
挿
話
群
は
、
十
三
世
紀
以
降
、

人
口
に
膾か

い
し
ゃ炙

し
つ
つ
あ
っ
た
入
定
信
仰
と
高

野
山
信
仰
を
前
提
と
し
て
（
ま
た
は
、
入
定

信
仰
と
高
野
山
信
仰
の
さ
ら
な
る
流
布
を
企

図
し
て
）
構
成
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。
延
慶
本
・
第
三
本
「
白
河
院
、

祈き
し
ん
じ
き
ょ
う

親
持
経
（
聖
人
）
ノ
再
誕
ノ
事
」
に
は
、

入
定
信
仰
に
つ
い
て
、

我
が
朝
高
野
の
御
山
に
、
目ま

の
当
た
り

生し
ょ
う
じ
ん身

の
大
師
入
定
し
て
お
は
し
ま
す
。

（
中
略
）
生
身
普
遍
し
て
、
慈
尊
の
出

世
を
待
ち
、
六
情
（
喜
怒
哀
楽
愛
悪
の

六
種
の
情
）
変
は
ら
ず
し
て
、
祈
念
の

法
音
を
聞
こ
し
召
す
。
こ
の
故
に
現
世

の
利り

し
ょ
う生

も
憑た

の

み
あ
り
。
後
生
の
引
導
も

疑
ひ
な
し
、

と
記
さ
れ
、
ま
た
高
野
山
信
仰
に
つ
い
て
、

一ひ
と
た
び度

も
こ
の
地
を
踏
む
者
は
、
界か

い
げ外

無む

漏ろ

の
功
徳
（
現
実
を
超
越
し
た
清
ら
か

な
最
上
の
功
徳
）
を
備
へ
て
、
四
重
五

逆
の
罪
障
を
滅
ぼ
す
。
一ひ

と
よ夜

も
彼か

の
山

に
宿
る
者
は
、
本ほ

ん
う
ま
ん
だ
ら
か
い
の
え

有
万
陀
羅
界
会
を
開

き
て
（
生
ま
れ
つ
き
具
わ
っ
て
い
る
仏

性
が
顕
現
し
て
）、
三
十
七
尊
の
尊
位

に
連
な
る（
仏
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
）、

と
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、「
一
夜
も
彼
の
山
に
宿
る
者

は
、
本
有
万
陀
羅
界
会
を
開
き
て
、
三
十
七

尊
の
尊
位
に
連
な
る
」
と
い
う
一
節
は
誠
に

興
味
深
い
。
高
野
山
で
静
か
に
一
泊
す
る
こ

と
に
も
重
要
な
意
味
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て

く
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

十
三
世
紀
後
半
以
降
に
な
る
と
、『
平
家
物

語
』
で
典
型
的
に
説
か
れ
る
功
徳
の
喧
伝
等

が
功
を
奏
し
て
か
、
庶
民
の
高
野
参
詣
が

増
え
は
じ
め
、
高
野
山
上
に
は
宿
坊
と
な
る

子
院
が
増
加
し
て
い
く
。
同
時
に
、
の
ち
に

「
高こ

う
や
な
な
く
ち

野
七
口
」
と
呼
ば
れ
る
高
野
街
道
群
も
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整
備
さ
れ
て
い
く
。

十
六
世
紀
ご
ろ
に
は
、
高
野
山
へ
の
納
骨

も
い
っ
そ
う
盛
ん
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
成
立
の
百
科
事
典

『
塵じ

ん
て
ん添
あ
い

嚢の
う
し
ょ
う鈔

』
巻
十
六
に
も
、「
骨
を
専
ら

高
野
に
納
む
る
の
事
」
と
い
う
一
項
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。

四
．
江
戸
時
代
の
高
野
山

江
戸
時
代
の
高
野
山
は
、（
一
）
空
海
が
建

立
し
た
「
修
禅
の
一
院
」
そ
の
も
の
で
あ
る

壇
上
伽
藍
を
本
部
と
し
た
「
学
問
の
道
場
」

で
あ
り
、（
二
）
奥
之
院
の
弘
法
大
師
御
廟
を

中
心
に
し
た
日
本
有
数
の
「
信
仰
の
霊
場
」

で
あ
り
、（
三
）
高
野
十
谷
と
呼
ば
れ
る
谷
々

に
僧
侶
・
俗
人
の
男
性
だ
け
が
集
住
す
る「
聖

俗
空
間
（
聖
に
し
て
俗
、
俗
に
し
て
聖
な
る

地
域
）」
で
あ
り
、
そ
し
て
（
四
）
高
野
山

麓
に
二
万
一
三
〇
〇
石
の
寺
領
（
朱
印
地
）

を
有
す
る
宗
教
領
主
（
江
戸
に
参
勤
交
代
を

行
う
日
本
最
大
の
大
名
格
寺
院
）で
あ
っ
た
。

（
一
）
に
つ
い
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
（
一
五
〇
六
―

五
二
）は
、そ
の
手
紙
の
中
で
、高
野
山
が「
中

世
日
本
の
六
大
学
」
の
一
つ
で
あ
る
旨
を
記

し
て
い
る
。
ま
た
（
二
）
に
つ
い
て
、
同
じ

イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス

（
一
五
三
二
―
九
七
）
は
、そ
の
著
『
日
本
史
』

に
お
い
て
、「（
高
野
山
は
）
日
本
中
で
も
っ

と
も
多
く
の
人
々
が
参
詣
す
る
巡
礼
地
の
一

つ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
（
三
）
に
関
連
し
て
、
正
保
三
年

（
一
六
四
六
）
の
「
高
野
山
全
山
絵
図
」（
金

剛
峯
寺
所
蔵
）
は
、
壇
上
伽
藍
を
中
心
に
し

て
、
実
に
一
八
六
五
も
の
子
院
を
描
い
て
い

る
。
各
子
院
は
、
本ほ

ん
ち
ゅ
う
い
ん
だ
に

中
院
谷
を
初
め
と
す
る

谷
々
に
分
布
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
谷
は
独
自
の

湯
屋
と
集
会
所
を
持
つ
、
一
種
の
「
ま
ち
」

組
織
を
形
成
し
て
い
た
。
ま
た
、
現
在
の
メ

イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
小
田
原
通
り
に

は
、
す
で
に
「
店
と
し
て
商
人
に
貸
与
す
る

貸
長
屋
群
」
が
建
ち
並
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う

こ
と
も
見
て
取
れ
る
。

五
．
貝
原
益
軒
の
物
見
遊
山
と
そ
の
後

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
二
月
十
七
、十
八

の
両
日
、
儒
学
者
貝か

い
ば
ら
え
き
け
ん

原
益
軒
（
一
六
三
〇
―

一
七
一
四
）
は
、
一
泊
二
日
の
日
程
で
高
野

山
に
登
っ
た
。
信
仰
の
か
け
ら
も
な
い
、
文

字
通
り
の
物
見
遊
山
（
名
所
見
物
）
で
あ

る
。
彼
は
持
ち
前
の
合
理
的
精
神
を
も
っ

て
、
同
山
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
（『
己き

巳し

紀
行
』）。

凡お
よ
そ、
寺
院
三
千
余
坊
あ
り
と
云い

う

。
さ
ほ

ど
は
有あ

る

べ
か
ら
ず
。
然し

か
れ
ど
も共

、
山
中
甚

は
な
は
だ

広
大
也
。
商
家
、亦ま

た

多
し
。
商
人
も
皆
、

妻
を
養
は
ず
。
魚ぎ

ょ
に
く肉

を
食
せ
ず
。
寺
院

并な
ら
び
に

商
家
あ
る
所
は
、
西
よ
り
東
へ
長

き
谷
也
。両
方
に
山
有
て
他
山
見
え
ず
。

故
に
山
中
、
風
景
よ
か
ら
ず
。
又
、
別

に
こ
と
な
る
佳か

き
ょ
う境

な
し
。
只
、
寺
院
多

く
、
又
町
に
は
万よ

ろ
ず

の
う
り
物
多
く
、
物

を
買か

い
も
と
む求

る
に
自
由
也
。
か
ね
て
「
寂じ

ゃ
く
ま
く寞

冷れ
い
た
ん淡

の
所
な
ら
ん
」
と
思
ひ
し
に
、
左さ

は
な
く
て
繁は

ん
え
い栄

富ふ
に
ょ
う饒

の
地
な
り
。

和わ
か
の
う
ら

歌
浦
や
吉
野
の
桜
な
ど
の
風
趣
を
こ
と

さ
ら
愛め

で
る
益
軒
に
と
っ
て
、
高
野
山
は
特

に
感
慨
を
催
す
場
所
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
け
れ
ど
も
、そ
の
よ
う
な
益
軒
で
さ
え
、

同
山
が
案
に
相
違
し
て
「
繁
栄
富
饒
の
地
」

で
あ
る
こ
と
に
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
、「（
高
野
山
は
）
日

本
中
で
も
っ
と
も
多
く
の
人
々
が
参
詣
す
る

巡
礼
地
の
一
つ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
。
十
六

世
紀
後
半
ご
ろ
、高
野
山
は
日
本
有
数
の「
信

仰
の
霊
場
」
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、

江
戸
時
代
中
期
以
降
、
同
山
を
訪
れ
る
「
多

く
の
人
々
」
の
中
に
は
、
貝
原
益
軒
の
よ
う

な
物
見
遊
山
の
旅
人
も
相
当
数
、
含
ま
れ
て

い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

明
治
時
代
に
入
っ
て
、
寺
領
（
朱
印
地
）

が
な
く
な
り
、女
人
禁
制
が
解
か
れ
た
。ま
た
、

大
正
四
～
昭
和
五
年
（
一
九
一
五
～
三
〇
）

の
大
阪
汐し

お
み
ば
し

見
橋

－

高
野
山
駅
間
の
鉄
道
敷ふ

せ
つ設

九度山の慈尊院から大門へ通じる「町石道」

大塔の鐘・高野四郎。1日に 5 回、高野山内に時刻を知らせる
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や
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
の
九
度

山
町
下し

も
こ
さ
わ

古
沢

－

高
野
山
大
門
間
の
高
野
山
有

料
道
路
開
通
は
、
高
野
山
へ
の
旅
に
大
い
な

る
便
宜
を
与
え
た
。

『
ア
サ
ヒ
写
真
ブ
ッ
ク
49　

高
野
山
』（
朝

日
新
聞
社
・
一
九
五
七
年
）
に
は
、

天
下
切
っ
て
の
大
霊
場
を
、
一
度
は
訪

れ
て
お
き
た
い
人
も
は
る
ば
る
と
諸
国

か
ら
上
っ
て
来
る
。
お
大
師
さ
ま
に
凝

り
か
た
ま
っ
た
信
仰
の
お
山
が
、
や
が

て
は
「
名
所
」
と
し
て
の
性
格
も
重
な

る
の
は
必
定
で
は
な
い
か
。
い
わ
ん
や
、

夏
の
涼
し
さ
は
文
字
ど
お
り
の
冷
房
高

野
だ
し
、
秋
の
大
紅
葉
も
目
を
奪
う
山

塊
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
京
阪
神
か
ら
の

足
も
お
の
ず
か
ら
こ
こ
へ
向
っ
て
来
る
。

高
野
山
へ
の
一
日
の
散
歩
さ
え
あ
ら
わ

れ
る
と
な
る
と
、「
名
所
」
は
さ
ら
に
今

ど
き
流
行
の
「
観
光
地
」
に
ま
で
発
展

す
る
。

と
あ
る
。こ
の
記
述
の
限
り
で
は
、高
野
山
が
、

「
信
仰
の
お
山
」
か
ら
「
名
所
」
へ
、
さ
ら

に
は
特
に
高
度
成
長
期
以
降
「
観
光
地
」
へ

と
、
そ
の
基
本
的
な
性
格
を
変
え
て
い
っ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

お
わ
り
に
～
高
野
山
の
魅
力
～

南
海
難
波
駅
（
大
阪
市
中
央

区
）
か
ら
南
海
高
野
線
に
乗
る

と
、
特
急
で
約
一
時
間
二
〇
分
、

急
行
で
約
一
時
間
五
〇
分
か
か
っ

て
標
高
五
三
五
㍍
の
極
楽
橋
駅
に

着
く
。
同
駅
で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に

乗
り
換
え
、
最
大
斜
度
三
〇
度
の

急
坂
を
登
っ
て
、
五
分
で
標
高

八
六
七
㍍
の
高
野
山
駅
（
登
録
有

形
文
化
財
）
に
到
着
。
さ
ら
に
同

駅
前
か
ら
南
海
り
ん
か
ん
バ
ス
に

乗
り
、
林
の
中
を
抜
け
て
、
一
〇

分
ほ
ど
で
千せ

ん
じ
ゅ
い
ん
ば
し

手
院
橋
バ
ス
停
に
到

達
す
る
。
そ
こ
は
、『
グ
リ
ー
ン
・

ガ
イ
ド
』
日
本
編
（
ミ
シ
ュ
ラ
ン

社
・
二
〇
〇
九
年
）
に
、「
印
象

深
さ
」
と
い
う
項
目
で
三
ツ
星
が

付
け
ら
れ
、「
浮
世
と
全
く
違
う
時

間
が
流
れ
て
い
る
。
森
の
中
を
行
く
と
伽
藍

が
現
れ
る
。
西
洋
人
に
と
っ
て
ま
さ
に
神
秘

的
」
と
評
価
さ
れ
た
世
界
遺
産
・
高
野
山
の

中
央
部
で
あ
る
。
上
方
落
語
屈
指
の
大
ネ
タ

「
地じ

ご
く
ば
っ
け
い
も
う
じ
ゃ
の
た
わ
む
れ

獄
八
景
亡
者
戯
」
で
は
、
三
途
の
川
を

渡
り
向
こ
う
岸
に
上
が
る
と
、
六
道
の
辻
と

呼
ば
れ
る
、
大
阪
ミ
ナ
ミ
と
見
ま
が
う
ば
か

り
の
繁
華
街
が
出
現
す
る
が
、
そ
れ
に
似
た

よ
う
な
感
覚
を
味
わ
え
る
場
所
が
高
野
山
で

あ
る
。「
現
世
の
森
の
中
に
忽
然
と
現
れ
る

彼あ

の
世
（
異
空
間
）」、
私
た
ち
が
同
山
を
訪

れ
て
味
わ
う
一
種
、
幻
想
的
な
感
覚
を
こ
の

よ
う
に
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

こ
の
不
思
議
な
感
覚
は
、
今
な

お
高
野
山
が
、（
一
）「
学
問
の
道
場
」

で
あ
り
、（
二
）「
信
仰
の
霊
場
」
で
あ

り
、そ
し
て
（
三
）
僧
侶
・
俗
人
（
今

は
男
性
と
女
性
）
が
集
住
す
る
「
聖

俗
空
間
」
で
あ
る
と
い
う
、
複
合
的

な
性
格
が
も
た
ら
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、大
自
然
の
中
に
（
一
）

（
二
）（
三
）
三
者
が
渾
然
一
体
と

な
っ
て
存
在
す
る
と
こ
ろ
に
、
同
山

の
最
大
の
魅
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

前
に
、『
ア
サ
ヒ
写
真
ブ
ッ
ク
49　

高
野
山
』
の
記
述
の
限
り
で
は
、
高

野
山
が「
信
仰
の
お
山
」か
ら「
名
所
」

へ
、
さ
ら
に
は
特
に
高
度
成
長
期
以

降
「
観
光
地
」
へ
と
、
そ
の
基
本
的

な
性
格
を
変
え
て
い
っ
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
よ
う
、
と
述
べ
た
。

け
れ
ど
も
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は

あ
る
ま
い
。「
名
所
」
見
物
で
あ
れ
、
高
野

山
観
光
で
あ
れ
、
同
山
を
訪
れ
る
人
々
に
新

鮮
な
驚
き
を
も
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
は
、

前
述
し
た
「
幻
想
的
な
感
覚
」
で
あ
る
。
高

野
山
の
風
物
に
じ
っ
と
眼
を
凝
ら
し
て
、
そ

の
不
思
議
な
感
覚
の
在あ

り
か処

を
尋
ね
る
時
、
同

山
に
「
学
問
」
と
「
信
仰
」
が
一
二
〇
〇
年

の
長
き
に
わ
た
っ
て
息
づ
い
て
い
る
こ
と
に

気
づ
く
。「
名
所
」
見
物
の
旅
人
も
、
観
光

目
的
の
若
者
た
ち
も
、
耳
を
澄
ま
し
さ
え
す

れ
ば
、
そ
こ
が
紛
れ
も
な
く
「
学
問
と
信
仰

の
お
山
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
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